
丹
波
路
も
秋
た
け
な
わ
で
、

野
山
の
木
々
も
黄
色
く
色
づ

き
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来

し
ま
し
た
。

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
活

緑
ク
ラ
ブ
の
グ
リ
ー
ン
レ
ポ

ー
ト
の
第
２
号
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

今
、
農
業
で
は
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
の
実
施
に

向
け
て
の
問
題
、
教
育
問
題

で
は
い
じ
め
に
よ
る
子
ど
も

た
ち
の
苦
難
、
履
修
不
足
、

教
育
基
本
法
の
改
正
、
又
国

際
的
に
は
北
朝
鮮
の
核
実
験

と
拉
致
問
題
、
安
倍
内
閣
発

足
以
来
多
く
の
問
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
解
決
に
向
け
、
努

力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
身
近

な
と
こ
ろ
で
は
、
私
た
ち
活

緑
ク
ラ
ブ
が
、
地
域
に
ね
ざ

し
た
農
業
施
策
の
提
言
や
、

学
校
教
育
、
社
会
福
祉
、
住

環
境
の
整
備
を
は
じ
め
道
路

網
の
整
備
等
各
町
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
、
一
般

質
問
等
で
た
だ
し
ま
し
た
。

美
山
町
で
は
、
保
育
所
が

５
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
住
民

の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
で
統
合
の
話
し
合
い

が
ま
と
ま
っ
た
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
保
育

の
質
を
高
め
る
努
力
が
、
行

政
側
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

決
算
審
査
で
は
、
旧
町
の
中

に
補
助
目
的
や
、
受
け
入
れ

団
体
の
事
業
計
画
が
全
く
示

さ
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
、
き
び
し

く
指
摘
を
し
ま
し
た
。

市

民
の
貴
重
な
税
金
の
使
わ
れ

か
た
と
し
て
不
適
切
な
も
の

で
も
あ
り
ま
し
た
。
12
月
議

会
の
冒
頭
で
行
わ
れ
る
決
算

認
定
に
も
会
派
と
し
て
発
言

を
い
た
し
ま
す
。
又
、
障
害

者
自
立
支
援
に
お
い
て
、
京

都
府
特
に
南
丹
市
に
お
い
て

は
、
障
害
者
二
級
の
方
々
は
、

一
割
の
自
己
負
担
を
五
〇
パ

ー
セ
ン
ト
軽
減
し
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
改
善
を
す
す

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
決
算
委
員
会
で
議
論

を
戦
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
各
議
員
の
活
動
を

読
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

元
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
、

飯
島
　
勲
先
生
を
お
招
き
し

た
「
衆
議
院
議
員
　
中
川
や

す
ひ
ろ
先
生
　
政
経
セ
ミ
ナ

ー
」
が
、
京
都
市
内
で
開
催

さ
れ
、
活
緑
ク
ラ
ブ
全
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

４
町
が
合
併
を
し
て
早
い

も
の
で
11
ヶ
月
が
経
過
し
ま

す
。
活
緑
ク
ラ
ブ
の
強
力
な

推
薦
の
も
と
、
議
長
と
い
う

要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
改
め
て
責
任
の
重
さ
に

身
を
引
き
締
め
、
議
会
の
活

性
化
と
、
南
丹
市
の
均
衡
あ

る
発
展
を
目
指
し
て
邁
進
す

る
所
存
で
す
の
で
い
っ
そ
う

の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
４
町
に
お
い
て
様
々
な

課
題
が
在
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
南
丹
市
の
市
民
に

軸
足
を
置
い
た
議
会
を
目
指

さ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り

発行所　活緑クラブ
南丹市議会議員
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南
丹
市
議
会
で
は
平
成
17
年
度
の
決
算
審
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
決
算
審
査
は
、
17
年
12
月
31
日
ま
で
は
、
旧
町
の
別

に
行
い
、
以
降
の
南
丹
市
に
関
わ
る
も
の
は
、
所
管
の
事
項

毎
に
委
員
会
で
、
予
算
の
使
い
方
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

12
月定

例
会
予
定

11
月
28
日
　
議
会
運
営
委
員
会

12
月
５
日
　
定
例
会
開
会

11
日
　
一
般
質
問

議
会
運
営
委
員
会
　

12
日
　
一
般
質
問

13
日
　
一
般
質
問

常
任
委
員
長
会
議

14
日
　
常
任
委
員
会

15
日
　
常
任
委
員
会

18
日
　
常
任
委
員
会

19
日
　
議
会
運
営
委
員
会

21
日
　
本
会
議

ま
す
が
、
合
併
を
目
前
と
し

た
か
け
込
み
的
な
補
助
金
交

付
の
手
法
等
、
い
さ
さ
か
懸

念
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
住
民
の
貴
重
な
税
金
と

し
て
、
有
効
か
つ
効
率
的
な

活
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
気
風
を
南
丹

市
に
引
き
継
が
な
い
こ
と
が
議

会
の
重
要
な
役
割
で
も
あ
り
、

一
体
的
な
南
丹
市
を
構
築
す
る

礎
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

私
の
所
属
す
る
「
活
緑
ク

ラ
ブ
」
と
と
も
に
、
皆
様
の

変
わ
ら
な
い
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

緊
急
な
課
題
に
、
行
財

政
改
革
が
あ
り
ま
す
が
、

住
民
の
皆
様
に
不
便
を
感

じ
さ
せ
な
い
行
政
の
ス
リ

ム
化
、
大
き
く
膨
れ
あ
が

っ
た
財
政
規
模
の
見
直
し

が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
は
、

一
体
感
の
あ
る
南
丹
市
を

構
築
す
る
に
は
ど
の
よ
う

な
施
策
が
必
要
か
、
ま
た

旧
町
の
施
策
で
も
バ
ブ
ル

期
の
施
策
は
、
見
直
す
こ

と
も
議
会
の
使
命
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
、
議
会
で
は
17
年
度

の
決
算
審
査
を
行
っ
て
い

ご　あ　い　さ　つ
活緑クラブ　高　橋　芳　治
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八
木
駅
西
土
地
区
画

整
理
事
業
の
現
状
と

今
後
の
見
通

関
連
事
業
で
南
丹
市
都
市
計
画
道

路
の
八
木
環
状
線
の
全
体
的
な
計
画

と
府
道
長
谷
八
木
線
、
東
所
川
の
改

修
計
画
等
が
ど
の
よ
う
進
め
ら
る
の

か
市
長
に
伺
う
。

答
弁

八
木
駅
西
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
事
業
実
施
区
域
は
決
定
さ
れ

た
。
事
業
実
施
で
全
員
の
同
意
が
得

ら
て
い
な
い
が
、
事
業
計
画
書
（
案
）

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
事

業
計
画
区
域
で
は
、
一
級
河
川
東
所

川
河
川
改
修
事
業
及
び
都
市
計
画
道

路
八
木
環
状
線
道
路
改
良
事
業
等
一

体
的
な
整
備
を
図
る
た
め
、
各
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

国
の
農
業
施
策
に

対
す
る
南
丹
市
の

対
応
は

答
弁
　
認
定
農
業
者
の
経
営
規
模
は
、

京
都
府
と
の
協
議
で
認
定
農
業
者

３
・
１
ha
、
法
人
１
５
・
６
ha
に
緩

和
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
に
の
れ
る
農

業
者
ま
た
組
織
に
は
、
積
極
的
に
応

援
し
て
い
き
た
い
。

南
丹
市
の
財
産
で
も
あ
る
農
地
・

山
林
の
保
全
は
厳
し
い
課
題
で
あ
る

が
地
域
力
に
よ
り
、
保
全
が
図
ら
れ
、

農
業
・
林
業
の
振
興
が
図
ら
れ
て
お

る
こ
の
現
実
を
十
分
に
南
丹
市
と
し

て
も
受
け
止
め
、
こ
の
豊
か
な
財
産

を
守
り
地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
観

点
か
ら
も
努
力
し
た
い
。

保
育
環
境
の
整
備
と

子
育
て
支
援
の
充
実
は

求
め
て
い
た
が
、
園
部
保
育
所
は

増
築
さ
れ
、
城
南
保
育
所
の
０
歳
児

保
育
も
整
備
さ
れ
る
。
現
状
の
０
歳

児
保
育
は
、
育
児
休
暇
明
け
の
保
育

が
主
体
で
、
定
員
の
問
題
や
雇
用
形

態
に
よ
っ
て
は
利
用
で
き
な
い
。
就

労
を
希
望
す
る
女
性
全
て
が
安
心
し

て
預
け
ら
れ
る
保
育
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁

０
歳
児
保
育
の
実
施
は
保
育

所
の
設
備
や
運
営
面
に
お
い
て
保
護

者
の
意
向
を
十
分
踏
ま
え
た
上
で
、

慎
重
に
検
討
・
協
議
を
重
ね
る
必
要

が
あ
る
。
園
部
地
域
で
の
０
歳
児
保

育
に
対
す
る
希
望
は
、
母
親
の
就
労

の
増
加
、
ま
た
核
家
族
化
の
進
行
等

の
な
か
で
増
加
し
て
い
る
。
保
護

者
か
ら
の
ご
要
望
、
そ
し
て
子
育
て

支
援
、
就
労
保
障
の
観
点
を
十
分
勘

案
し
、
乳
児
保
育
の
基
盤
整
備
の
検

討
を
行
う
。

小
中
一
貫
教
育
は
特
区
で
の

先
進
事
例
が
あ
る
が

南
丹
市
の
認
識
は

答
弁

中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
で

保
・
幼
・
小
・
中
の
連
携
接
続
を
図

り
な
が
ら
、
学
習
や
指
導
の
体
系
化

を
目
指
し
、
充
実
し
た
教
育
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
当

面
こ
の
こ
と
を
中
心
に
小
中
一
貫
教

育
的
な
状
況
に
な
る
よ
う
保
・
幼
・

小
・
中
の
連
携
接
続
の
充
実
を
期
す

る
。

五
ケ
荘
小
学
校
の

跡
地
活
用

五
ケ
庄
小
学
校
の
跡
地
活
用
は
、

地
元
の
皆
さ
ん
と
意
見
を
交
わ
し
、

地
元
と
の
合
意
で
進
め
る
必
要
が

あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
弁

地
域
の
意
見
を
踏
ま
え
学

校
跡
地
問
題
は
、
地
元
の
皆
様
方

の
ご
意
見
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、

市
当
局
と
し
て
も
教
育
委
員
会
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

府
道
等
の
整
備
は

住
民
要
望
と
し
て
府
道
園
部
平

屋
線
、
通
称
立
壁
の
改
修
計
画
、

府
道
京
都
日
吉
美
山
線
、
鏡
坂
峠

の
改
修
計
画
、
国
道
４
７
７
号

の
改
修
は
京
都
府
事
業
で
す
が
、

道
路
の
整
備
計
画
と
関
連
し
て
、

府
の
支
援
計
画
と
実
施
時
期
に
つ

い
て
、
市
長
の
認
識
を
伺
う

答
弁

道
路
整
備
は
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
府
道
園
部
平

屋
線
「
た
て
か
べ
」
の
改
修
は
旧

町
か
ら
の
要
望
で
あ
り
、
引
き
続

き
強
く
要
望
し
て
早
期
実
現
に
努

め
る
。
合
併
に
よ
る
新
市
の
一
体

性
の
確
立
の
た
め
に
は
、
鏡
坂
峠

の
開
削
、
そ
し
て
ト
ン
ネ
ル
化
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
基
本

的
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
京
都

府
、
国
と
も
要
望
、
ま
た
連
携
を

強
め
な
が
ら
早
期
実
現
を
目
指
し

て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

新
駅
の
設
置
を
求
め
る

園
部
イ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
内

林
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
が
ほ

ぼ
完
成
し
、
分
譲
が
始
り
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
集
合
住
宅
の
建
設

や
日
用
雑
貨
品
な
ど
の
商
業
施
設

や
娯
楽
施
設
が
進
出
し
て
い
る
。

新
光
悦
村
の
伝
統
工
芸
の
工
房
の

完
成
で
、
人
の
動
き
は
増
加
す
る
。

更
に
複
線
電
化
が
完
成
す
れ
ば
、

電
車
の
本
数
も
増
え
短
時
間
で
京

都
へ
行
け
る
よ
う
に
な
る
。
園
部

ま
で
車
で
き
て
電
車
で
通
勤
や
、

通
学
す
る
者
が
増
え
る
が
園
部
駅

周
辺
に
は
駐
車
場
が
少
な
い
。

こ
れ
に
対
応
し
園
部
北
部
地
区
の

発
展
を
考
え
る
と
山
陰
線
園
部
・

船
岡
間
に
駐
車
場
が
あ
る
新
駅
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
が
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

答
弁

新
駅
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

原
則
全
額
地
元
負
担
で
の
事
業
を

執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
聞

い
て
い
る
。
指
摘
が
あ
っ
た
新
光

悦
村
の
分
譲
、
ま
た
内
林
町
の
土

地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
住
宅
地

の
分
譲
、
ま
た
広
域
農
道
の
開
通

な
ど
地
域
に
と
っ
て
発
展
す
る
要

因
が
あ
る
。
今
後
、
必
要
な
財
政

負
担
額
を
含
め
、
検
討
課
題
と
し

て
い
き
た
い
と
い
考
え
る
が
、
現

状
の
財
政
状
況
等
を
考
え
る
と
積

極
的
に
今
い
つ
ま
で
に
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。

矢野康弘議員

松尾武治議員

藤井日出夫議員

川勝儀昭議員

一 般 質 問 要 旨

質
　
問

財
政
の
健
全
化
は

住
民
の
理
解
で

厳
し
い
南
丹
市
の
財
政
事
情
を

数
値
で
伺
う
。
ま
た
、
行
政
改

革
推
進
委
員
会
で
財
政
再
建
の

対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、

財
政
の
健
全
化
に
向
け
、
住
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
行
政
関

係
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

市
長
の
答
弁

政
健
全
化
計
画
を

策
定
し
財
政
構
造
の

改
善
を

財
政
調
整
基
金
及
び
減
債
基
金

の
残
高
は
、
17
年
度
末
で
40
億

円
で
あ
っ
た
が
、
18
年
度
末
見

込
み
で
約
21
億
円
と
な
る
。
一

方
、
地
方
債
残
高
は
17
年
度
末

見
込
み
で
約
３
５
５
億
円
、
そ

れ
が
平
成
18
年
度
末
見
込
み
で

は
約
３
６
３
億
円
と
増
加
傾
向

に
な
っ
て
い
る
。
極
め
て
厳
し

い
深
刻
な
状
態
で
、
財
政
の
健

全
化
の
動
き
を
強
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

財
政
力
指
数
　
０
・
３
０
７

自
主
財
源
に
乏
し
く
、
地
方
交
付
税

に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
体
質
、
類

似
の
市
町
村
と
比
較
し
て
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。

経
常
一
般
比
率
　
１
０
８
・
０

経
常
収
支

９
０
・
０

義
務
的
経
費
（
給
料
等
）
九
〇
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
り
、
投
資
的

経
費
が
少
な
く
、
財
政
に
弾
力
性

が
無
い
。
事
業
の
集
合
化
が
必
要

で
あ
る
。

公
債
比
率

１
７
・
１

六
月
時
点
で
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越

え
て
い
た
。
順
延
が
行
わ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
の
か
？
も
し
く
は
返
債

か
？

起
債
制
限
比
率
　
１
１
・
０

起
債
（
借
金
）
が
で
き
に
く
い
。

質
　
問

外
郭
団
体
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て

17
年
末
４
町
合
併
を
目
前
に
、

園
部
町
が
・
農
業
開
発
公
社
・

園
部
町
振
興
公
社
・
女
性
の
館

に
対
し
て
３
億
９
０
０
０
万
円

の
補
助
金
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
何
度
も
質
問
が
さ

れ
て
い
る
が
、
再
度
何
に
基
づ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
な

さ
れ
た
の
か
。

市
長
の
答
弁

外
郭
団
体
へ

適
切
な
指
導
を

園
部
町
の
補
助
金
は
ご
指
摘

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

質
問
の
主
旨
は
、
国
際
学
園
都
市

セ
ン
タ
ー
だ
と
い
う
ふ
う
に
理
解

し
て
い
る
。

17
年
度
の
決
算
の
中
で
の
措
置

と
承
知
し
て
い
る
。
今
後
18
年

度
の
事
業
執
行
の
中
で
適
正
な

処
理
を
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
市
と
し
も
そ
の

よ
う
に
指
導
す
る
。

質
　
問

遊
休
土
地
の
処
分
で

ス
リ
ム
化
を

市
有
財
産
で
遊
休
化
し
て
い

る
不
良
資
産
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
利
用

の
目
的
の
な
い
市
有
地
の
売
却

で
財
政
の
健
全
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
市
長
の
見

解
を
問
う
。

市
長
の
答
弁

市
有
財
産
の

不
用
部
分
は
売
却
を

南
丹
市
の
も
っ
て
い
る
市
有

財
産
は
、
積
極
的
な
活
用
や
、

ま
た
不
用
な
部
分
に
つ
い
て
は

売
却
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し

て
い
る
。
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